
　いま、まちづくりの新たな担い手として、時間的にゆとりが
あって、経験豊富な「団

だんかい

塊の世代」が注目され、多くの人が地
域で活躍しています。一方、若者はといえば、「仕事や子育てで
忙しく、地域で活動する暇がない」という人も多いのでは。
　しかし、若者たちが地域で活躍していけば、名張がさらに元
気になっていくはず。「地域デビュー」は定年後でなくてもいい。
若者の皆さんも、地域社会への一歩を踏み出してみませんか。

特 集

「
自
分
た
ち
が
住
む
こ
の
名
張
を
、

も
っ
と
楽
し
い
ま
ち
に
し
た
い
」。

こ
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の

は
、「
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ズ
ン
」
と
い
う
20

〜
30
歳
代
の
若
者
に
よ
る
市
民
グ
ル
ー

プ
。「
B

 

M

 

X
（
自
転
車
モ
ト
ク
ロ
ス
）」

人口と世帯数
10月 1日現在　（　）は前月比

〝
若
者
魂
〞
で
名
張
を
元
気
に
！

毎年、熱気に包まれる「N
ナ バ リ

ABARI ストリートフ
ェスタ」。若い世代に魅力ある地域にしようと
若者自身が企画・運営する。上記写真で「BMX」
を操るのがホットポイズン代表の新

あたらし

俊夫さん

や
「
ス
ケ
ボ
ー
」「
ダ
ン
ス
」「
バ
ン
ド
」

と
い
っ
た
「
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
の
練
習
や
表

現
の
場
を
創
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

代
表
の
新

あ
た
ら
し

俊
夫
さ
ん
（
31
歳
／
美

旗
町
池
の
台
）
は
話
し
ま
す
。

「『
活
動
場
所
が
な
い
』、『
見
た
目
が

派
手
と
い
う
だ
け
で
市
民
権
が
得
ら
れ

な
い
』
と
文
句
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
た
ち
で
行
動
に
移
す
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
大
変
な
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
楽
し
い
こ
と
も
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
こ
れ
か
ら
『
ス
ト
リ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
を
始
め
た
い
と
思

っ
て
い
る
若
者
た
ち
の
た
め
に
も
、
練

習
場
所
の
運
営
管
理
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
活
動
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ズ
ン
」
は
、
平
成
平
成
1717

年
か
ら

年
か
ら
毎
年
、
市
役
所
前
の
市
民
広
場

、
市
役
所
前
の
市
民
広
場

や
総
合
体
育
館
の
駐
車
場
で
、「
Ｎ

ナ

Ａ

ＢバＡ
ＲリＩ
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
。
今
年
は
、
1111
月月
2727
日
、
日
、「
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
に
関
心
の

関
心
の

な
い
人
に
も
見
て
も
ら
お
う
と
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
駐
車
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
で
す
。
ま
た
、
最
近

。
ま
た
、
最
近

は
、
地
区
の
祭
り
や
催
し
な
ど
、
市
内

の
さ
ま
ざ
な
場
所
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

「
若
者
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
都
会

は
魅
力
が
あ
る
。
で
も
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
と
こ
ろ
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
名

張
か
ら
転
出
し
た
若
者
が
帰
郷
し
た
と

き
に
『
な
ん
か
名
張
っ
て
楽
し
い
ま
ち

に
な
っ
て
き
た
ん
と
違
う
？
』
っ
て
、

驚
か
せ
て
や
り
た
い
ん
で
す
。
世
代
の

世
代
の

異
な
る
人
の
手
助
け
も
い
た
だ
き
な
が

異
な
る
人
の
手
助
け
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
熱
い
〝
若
者
魂
〞
を
持
っ
た
仲
間

ら
、
熱
い
〝
若
者
魂
〞
を
持
っ
た
仲
間

た
ち
と
、
名
張
を
活
気
づ
け
て
い
き
た

た
ち
と
、
名
張
を
活
気
づ
け
て
い
き
た

い
」
と
新
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

最
近
最
近
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
い
」「
名

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
い
」「
名

張
を
Ｐ
Ｒ
す
る

張
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
し
た
い
が
、
仲

活
動
を
し
た
い
が
、
仲

間
を
ど
う
募

間
を
ど
う
募
っ
た
ら
い
い
か
」
な
ど
、

っ
た
ら
い
い
か
」
な
ど
、

若
者
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

若
者
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
職
員
の

末す
え
つ
ぐ次
和
美
さ
ん
は
そ
ん
な
若
者
の
印
象

若
者
の
印
象

に
つ
い
て
こ
う
話
し
ま
す
。

に
つ
い
て
こ
う
話
し
ま
す
。

「「『
人
の
た
め
に
、
地
域
の
た

『
人
の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に
、

め
に
、

何
か
活
動
し
た
い
』
と
い
う
若
者
が
け

何
か
活
動
し
た
い
』
と
い
う
若
者
が
け

っ
こ
う
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

っ
こ
う
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
活
動
の
方
向
性
さ
え
決
ま
れ
ば
、

す
。
活
動
の
方
向
性
さ
え
決
ま
れ
ば
、

行
動
力
が
あ
る
。
活
動
の
熱
気
も
す
ご

行
動
力
が
あ
る
。
活
動
の
熱
気
も
す
ご

い
！
き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
と
思
う

い
！
き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
と
思
う

ん
で
す
。
こ
う
し
た
若
者
た
ち
が
一
歩

ん
で
す
。
こ
う
し
た
若
者
た
ち
が
一
歩

踏
み
出
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
加

踏
み
出
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
加
わ
っ
わ
っ

て
い
く
と
、
名
張
は
も
っ
と
元
気
に
な

て
い
く
と
、
名
張
は
も
っ
と
元
気
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

若
者
世
代
も
一
歩
踏
み
出
そ
う
！

【
２
ペ
ー
ジ
以
降
へ
続
く
】
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2010年（平成22年） 　10月17日日発行

P1～5…特集〝若者魂〟がまちを熱くする！  P6～7…市民広報特派員リポート　P７…暮らしの情報　P８…市民意識調査結果

「NPOやボランティアなど市民
公益活動に参加している（した
ことがある）」とした年齢別割合

■ 

平
成
22
年
度
市
民
意
識
調
査
よ
り
（
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
２
０
３
０
人
を
無
作
為
抽
出
。
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

「地域づくり組織、区、自治会な
どの活動に参加している（したこ
とがある）」とした年齢別の割合

20 ～ 30 歳代の若者は
地域で活動する割合が
低いのが現状です

50

100100

20 歳代
（36.1％）

30歳代
（42.6％）

60歳代以上
（75.5％）

40歳代
（64.3％）50歳代（73.1％）

20歳代
（36.1％）

30歳代
（42.6％）

60歳代以上
（75.5％）

40歳代
（64.3％）50歳代（73.1％）

5050

20 歳代
（14.7％）

30歳代
（16.７％）

60歳代以上
（31.７％）

40歳代
（25.2％）

50歳代
（22.8％）

20歳代
（14.7％）

30歳代
（16.７％）

60歳代以上
（31.７％）

40歳代
（25.2％）

50歳代
（22.8％）

まちを　　 くする！
〝

人口と世帯数
10月 1日現在　（　）は前月比

人口　82,739人（＋ 9人 )　　男　39,938人（＋ 7人）　女　42,801人（＋ 2人）
世帯数　31,864世帯（＋ 30世帯 )

若者も若者も
「地域デビュー」
しよう！しよう！が

熱
若者 〟〟
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特 

集

若
者
の

若
者
の
熱熱
き
思
い

き
思
い

 

20
〜
30
歳
代
の
人
は
地
域
で
活
動
す
る
割
合
が
低
い
と
は
い
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
、
き
っ
か
け
で
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ま
ち
づ

く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
人
の
役
に
た
て
て
う
れ
し
い
」「
や

り
が
い
を
感
じ
る
」「
活
動
す
る
こ
と
が
楽
し
い
」「
自
分
が
成
長
で
き

る
」―
。
こ
う
し
た
熱
い
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　若者の活動は、表舞台に出てこないこと
も多い。でも、取材活動の中で、実にいろ
んな若者がいることに気付かされます。　
　20年ほど前は、活動場所が少なかった
のか、市外で活躍する若者の姿が目立っ
ていましたが、最近は、名張で頑張る若
者が多い。今年度で名張から撤退する皇
學館大学の学生の存在も大きかったと思
いますが、新町のやなせ宿でランチを提
供したり、隠

なばり

街道市に出店したりと、高
校生の地域での活動も目を引きます。さ
らに、農業をやりたいと、名張にやって
くる若者や、世界中を旅して最終的に故
郷の名張で活動を始めた若者もいます。
　若者を取材すると、何かしら熱い気持ち
をもっているので、うらやましく感じるこ
ともあります。自分の好きな道を突き進む
姿に共感を覚えますが、この力がまちづく
りに向いていくと、まちはもっと盛り上が
っていくはず。いま、人生経験豊富な世代
の皆さんが地域で活躍されていますが、若
者の熱いエネルギーと融
合するとその可能性は広
がっていく気がします。

伊賀タウン情報ＹＯＵ
田中 均 さん (記者歴 20年）

こども支援センターかがやき
では、毎月、コンサートや
工作などのイベント「親子

で遊ぼう」が開催されています。そ
の多くは、ボランティア団体や「か
がやき」の利用者自身が趣向を凝ら
して企画・実施しています。
　　◆　　◆　　◆　　◆
「子育てをみんなで支えあって、楽
しいものにしたい」と話すのは、3児
の母で、「親子くらぶ」という子育て
サークルに所属する水谷由紀子さん。
子どもが病気になったら…。お箸

はし

の使い方はどう教えればいいのか…。
サークルでは、子育ての悩みを話し
合うこともしばしば。「自分の経験が、
他の人の役に立つとうれしいですし、
わたし自身も、先輩ママに勇気付け
られたものです」と水谷さん。そん
な彼女は、学生時代に人形劇部に所
属。この経験を生かし、たくさんの
人と子育ての楽しさを共有していこ
うと、サークルのメンバーを誘って
「まんぷくまる」という人形劇団を立
ち上げました。
物語の展開をグループで話し合った
り、舞台セットをつくったりしなが
ら、練習を重ね、8月には、「かがやき」
で人形劇を初披露。「たくさんの人に
喜んでもらえて、本当にうれしかっ
た。子どもが成長してからも、いろん
な場所で続けていけるといいですね」
と水谷さんは笑顔をのぞかせます。　
「かがやき」の道岡多賀子センター
長は話します。
「『かがやき』は、子育て中の皆さ
んにも支えられています。あたたか
い人と人のつながりの中で子どもた
ちが育っていけるといいですね」

子
育
て
を
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
楽
し
い
も
の
に

子
ど
も
の
と
き
か
ら
親
し
ん
で
き
た
獅
子
舞
を
復
活

人
形
劇
団
「
ま
ん
ぷ
く
ま
る
」　

人
形
劇
団
「
ま
ん
ぷ
く
ま
る
」　

水
谷
水
谷  

由
紀
子

由
紀
子

短
野
短
野  

獅獅し

し

し

し子子
神神か

ぐ

ら楽楽
保
存
会

保
存
会　　

　
　
　
　

    

中中な
か
う
え

な
か
う
え上上  

弘
次
弘
次

獅子舞には、市内の各地区で
さまざまな特徴があり、世
代を超えて親しまれていま

す。しかし、後継者不足から途絶え
てしまう例も少なくありません。そ
んな中、郷土を愛する若者たちが立
ち上がった地区があります。
　    ◆　　◆　　◆　　◆ 
「祭りといえば獅子舞。子どものこ
ろに親しんでいた獅子舞がなくなる
のは寂しいですよね」と話すのは、
短野獅

し し

子神
か ぐ ら

楽保存会の中
なかうえ

上弘次さん。
短野地区の獅子舞は、伊賀地域で
は珍しい雄と雌の２頭舞い。明治時
代から続く伝統行事でしたが、若者
の減少で 2度にわたり中断。伝統を
引き継いでほしいというOBの思い
を受け、立ち上がったのが地区の若
者たちでした。
「地区の獅子舞を復活させて今年で
10年目。みんな獅子舞が大好きなん
です。復活にあたり、舞の系統を同
じくする伊賀地域中の獅子舞を研究
したりしましたが、やはり地元の舞
には親しみや誇りがある。子どもた
ちも『大きくなったら自分たちもや
りたい』と言ってくれるので、うれ
しいじゃないですか。いつか、伊賀
地域中の獅子舞と一緒に舞うのが夢
ですね」と中上さん。
現在、獅子舞を舞うメンバーは 12
人。うち、10 人が 20 ～ 30 歳代の
若者たちで、普段は顔を合わさない
地区の若者が集まるいい機会にもな
っているようです。OBの一人山本
正良さん（73 歳／短野）は、「秋祭
りに太鼓の音が無いと寂しかった。
若い人が盛り上げてくれるのはあり
がたい」と喜んでいます。

し し ま い

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　　

さ
ん
さ
ん

（（　　
3333
歳
／
桔
梗
が
丘
西
）

歳
／
桔
梗
が
丘
西
）

さ
ん
（

さ
ん
（
3636
歳
／
短
野
）

歳
／
短
野
）

若者も「地域デビュー」

しよう！ 〝〝
　　

若
者
若
者　　

    

がが

ま
ち
を
熱
く
す
る
！

20 年もの間、地域に密着して取材
して

いる「伊賀タウン情報Ｙ
ユ ー

ＯＵ」の記者に

名張の若者の印象について伺いました
。

〞〞
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人を結びつけるツールとして、
SNS（ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス＝イ

ンターネットの会員制交流サイト）
が注目を浴びています。名張でも、
SNS で知り合った若者が、名張川沿
いのごみ拾いに汗を流しています。
　　　◆　　◆　　◆　　◆
「来月はこの日にごみ拾いをしま
す」。こうしたインターネット上の書
き込みを見て、月に一度、若者たち
が名張川沿いに集まります。
呼びかけ人は、以前は家にこもり
がちだったという向

むかいもと

本あゆみさん。
ある講演会で「微力でも動けば、未
来は変わる」といった話を聴いたの
がきっかけでした。「自分も何か人の
役に立つことができないか」と奮い
立ち、〝体ひとつで、手軽にできるこ
と〟と思いついたのがごみ拾いだっ
たのです。
それから 4年もの間、活動を続け
ている向本さん。「活動の後は、とっ
ても清

すがすが

々しい気持ちになれるんです。
自分自身のためにも、一歩踏み出せ
てよかったと思います。でも、一人
では続けられなかった。インターネ
ットで募った仲間のおかげです。今
後も、できる範囲で活動を続けたい」
と話します。
気負わずに地道に活動を続ける彼
女たちの姿を見て、今年から活動の
輪に加わった竹中淑

としひろ

博さん（72歳／
柳原町）は話します。
「彼女たちが、お互いの名前も知ら
ずに活動していたことには驚かされ
ましたが、だれかに頼まれたわけで
もなく、自主的に活動をしている。
とても素晴らしいじゃありませんか」

20歳から40歳までの若者
だけで構成される名張青
年会議所。小学生を対象

とした「防災運動会」や、市内初と
なる市長選挙の公開討論会を開催す
るなど、新しい視点でまちづくりに
取り組んでいます。　                 
　　　　◆　　◆　　◆　　◆
　「へぇ～。毛布が担架になるんや。
家でもやってみたい」。毛布と 2本の
物干しざおで担架を作って人形を運
ぶ体験や、「地震が起きたら、布団を
かぶってかくれる？」などの「防火防
災○×クイズ」に子どもたちは生き生
きとした表情をみせます。これは、小
学生にゲーム感覚で防災を学んでも
らおうと、名張青年会議所が 9月に
開催した「防災運動会」での一コマ。
　「『防災運動会』は初めての試みで
したが、約 100 人もの児童の参加が
あり、大成功でした。現在、名張青
年会議所のメンバーは 19 人。わた
したちは、失敗をおそれず、若い発
想で新たなまちづくりに挑戦を続け
ています。そして、こうした取組み
は、次代を担う人材を育む絶好の機
会にもなっていると思います」と理
事長の西山剛

つよし

さん。3 月には、政策
で判断して投票する機会を増やそう
と、市内で初めてとなる市長選挙候
補者の公開討論会も手がけました。
　25歳で青年会議所のメンバーとな
り、来年で青年会議所を引退すると
いう西山さん。「若いころから培って
きたチャレンジ精神や『人のために
何かしたい』という気持ちを大切に、
今後も積極的にまちづくりにかかわ
っていきたい」としっかりとした口
調で話してくれました。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募
っ
た
仲
間
と
一
緒
に
ご
み
拾
い

失
敗
を
お
そ
れ
ず
、
若
い
発
想
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
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ゆ
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名
張
青
年
会
議
所

名
張
青
年
会
議
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理
事
長

理
事
長　　

　
　
　
　

西
山

　
　
　
　

西
山  

剛剛つ
よ
し

つ
よ
し

里道の草刈り、木の間伐、倒
木の除去…。森の手入れを
し、里山を守り、育ててい

くためには人手も必要です。赤目の
上三谷地区には、全国から、いや、
世界各国から、里山を守ろうと、た
くさんの若者たちが集います。
　　　◆　　◆　　◆　　◆
「豊かな自然と里山を守るという活
動に興味があったので、名張で活動
することにしました」と話すのは、
NPO法人赤目の里山を育てる会の
柴田綾さん。農林水産省の農村活性
化人材育成派遣支援モデル事業に応
募。今年、北海道札幌市から名張へ
移り住んできました。
柴田さんは、里道の草刈りなどの
ほか、里山の資源を活用して運営さ
れている通所介護施設や障害者就労
施設でも活動しています。「名張には
知り合いもいなくて心細かったけれ
ど、いまは、人に喜んでもらえる喜
びを感じる毎日。とっても充実感が
あります。里山を育てるノウハウは
もちろん、自分を精神的に強くする
ためにもいろんなことを学んで吸収
したい」と意欲をみせます。
赤目の里山を育てる会は、他のＮ
ＰＯ法人が主催するワークキャンプ
を共催。全国はもちろん、海外からも、
若者たちが、さまざまな思いを胸に
赤目の里山に集います。
「里山を守り、育てていくためには、
継続性が大切。それだけに、わたし
たち若者も積極的に取り組んでいく
必要があると思います。ここに来る
若者たちと交流しながら、豊かな自
然の残る名張で、活動を続けたい」
と柴田さんは目を輝かせていました。

札
幌
か
ら
名
張
へ
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
活
動
し
た
い
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／
赤
目
町
上
三
谷
）



http://www.nabarishakyo.jp/volunteer/
◎ホームページには、主に福祉関係の市民活動団体や
ボランティア募集情報を掲載。毎月、ボランティア
アドバイザーによる相談コーナーも開設（日程など
は、「広報なばり」1週号に掲載中の
「社協だより」をご覧ください）。

台
が
広
が
る
一
方
で
、「
地
域
に
か
か

わ
る
こ
と
は
少
な
く
、
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
が
な
い
」
と
い
う
若
者
も
多

い
は
ず
。
ま
ず
は
、「
得
意
な
こ
と
」「
や

っ
て
み
た
い
こ
と
」「
学
ん
で
い
る
（
い

た
）
こ
と
」
を
切
り
口
に
活
動
を
探
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
新
し
い
公
」
の
取
組
み
を
進
め
て

い
く
原
動
力
と
な
る
の
は
、
皆
さ
ん
の

「
自
分
た
ち
の
た
め
に
」「
地
域
の
た
め

に
」
と
い
う
熱
い
思
い
で
す
。
そ
し

て
、
今
回
ご
紹
介
し
た
若
者
た
ち
の
よ

う
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
り
、
楽
し

ん
だ
り
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
思
い
を

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

http://www.emachi-nabari.jp/siminkatudou/
◎ホームページには、分野別の市民
活動団体やイベント情報を掲載。
センター内には、市民活動団体の
チラシなどを掲示。市民活動に関
する図書の閲覧・貸出もできます。

特 集

2010 年（平成 22年）10月 17日日　4

「自分たちのまちは自分たちでよくしていこう」。市では、こうした思
いをカタチにする「新しい公

こう

」の仕組みづくりを進めています。若者
の皆さんにとっても、地域で活躍する場が広がっているといえます。

「
新
し
い
公
」
と
は
行
政
だ
け
で
な

く
、
市
民
、
地
域
組
織
、
市
民
活
動
団

体
、
事
業
者
な
ど
か
ら
も
公
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社
会
の
こ
と
。

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を

定
め
た
自
治
基
本
条
例
の
制
定
や
、
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、

「
新
し
い
公
」
を
担
う
皆
さ
ん
の
活
動

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
地

域
で
は
、
福
祉
や
環
境
、
防
災
、
教
育
、

文
化
な
ど
多
様
な
分
野
で
、
魅
力
あ
る

活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
の
舞

■  講座や講習、イベントに参加してみる
　上記ホームページのほか、地域の広報紙や「広報なばり」に
掲載される地域づくり団体、市民活動団体が主催する講座、
講習、イベントに参加するのも一つの方法です。

高校生から 30歳代までの受講生を募集

隠
なば り

元気まち仕掛け人塾
　市内で活躍している市民活動団体の活動発表を聞いたり、団体メンバ
ーと語り合ったり…。希望者は、後日、市民活動体験もできます！
日時　10 月 24日日 午後 1時～ 4時　
場所　市民情報交流センター (希央台 )
定員　30人程度　◎申込・問い合わせは、前日までにＮＰＯ法人みどり
の絆（  48‐6160／ wish-care@krc.biglobe.ne.jp）へ　

Ｐick Up

広
が
る「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」の
舞
台

新しい公
委託事業 　少子高齢社会の到来で、税収が減少傾向にある一方で、

より多くの、よりきめ細やかな公共サービスが必要とされ
ていきます。そんな中、市では、皆さんと一緒になって「新
しい公」の取組みを進めていきたいと考えています。
　20～ 30歳代で、「新しい公」の取組みを「必要」と考
える人の割合は低くはありません。しかし、実際に地域で
活動する人の割合が低いということは、地域で活動する必
要性を感じながらも、行動に移せないでいる若者が多いの
かもしれません。一方、若い世代の皆
さんを必要としている地域の団体もた
くさんあるのです。
　昨年 6月に市民活動支援センターを、
通勤や通学時にも便利な名張駅東口近
くに移転。また、今年 5月にはセンタ
ーのホームページをリニューアルしま
した。こうした施設も活用いただきな
がら、若者の皆さんも、ぜひ、地域で活
動する一歩を踏み出してください。

地域で活動を始めるきっかけとして･･･

若者と若者と新新ししいい公こう

名張市市民活動支援センター　 63‐5325
[ 場所 ]市民情報交流センター内（希央台）
[ 開館日 ]火～日曜日・祝日　午前 9時～午後 7時　
　※月曜日（祝日の場合その翌日）、年末年始は休館

[ 場所 ]総合福祉センター 2階名張市社会福祉協議会内（丸之内）
[ 開館日 ]月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時 15分　※祝日、年末年始は休館

名張市ボランティアセンター　 63‐1111（代）

※「新しい公委託事業」とは、市の事業の企画立案・運営を市民活動団体に
　委託することで、効果や効率の向上を目指す事業です。

若者が、地域で活躍する皆さんと出会うきっかけに若者が、地域で活躍する皆さんと出会うきっかけに
　市民活動の活性化には若者の存在は欠かせません。でも、
若者と地域の人が交流するきっかけは少ないのも事実。そ
こで、市民活動団体と若者が出会う場を設けました。
　いまの若い人は高齢社会のまっただ中を生きていくこ
ととなり、より人と人との支えあいが必要とされていくは
ず。市民活動は、その取組みの中で人と人とのつながりが
生まれてくることが大きな魅力です。こういう世界を若い
うちに経験しておいてほしいですね。

ＮＰＯ法人みどりの絆 
石
い わ み

見 彰教さん

■  インターネットを活用したり、相談窓口を訪れたりしてみる

若者の皆さんも「新しい公」の取組みに参画を若者の皆さんも「新しい公」の取組みに参画を

地域政策室 室長 
荻田 敏文
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番
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「新しい公」の取組みが必要と
考えている人の年齢別割合

「新しい公」の取組みが
必要と考えている若者は
少なくはないのです

※「『新しい公』を大いに進めるべき」「大切だ
　と思うが、まず考え方を広めていくべき」とした人の割合
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地
域
で
活
動
し
た
い
若
者
の
皆
さ
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へ

〝〝　　若者若者
　  　  まちをまちを熱く熱くする！する！
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若者も「地域デ
ビュー」

若者も「地域デ
ビュー」

しよう！しよう！
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世
代
に
よ
っ
て
物
事
に
取
り
組
む

世
代
に
よ
っ
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物
事
に
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り
組
む

姿
勢
や
考
え
方
が
異
な
る
の
は
当
然
。

姿
勢
や
考
え
方
が
異
な
る
の
は
当
然
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
一
緒
に
活
動
で
き
な

だ
か
ら
と
い
っ
て
一
緒
に
活
動
で
き
な

い
と
は
感
じ
ま
せ
ん
」
と
話
す
の
は
、

い
と
は
感
じ
ま
せ
ん
」
と
話
す
の
は
、

家
里
家
里
豊
喜
子
さ
ん
（
63
歳
／
夏
見
）。

子
ど
も
向
け
の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引
き
受
け
る
「
名
張
お

「
名
張
お

も
ち
ゃ
病
院
」
の
発
起

人
で
す
。
今
年
１
月
、

市
の
地
域
経
営
室
に
相

談
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
こ
の
立
ち

上
げ
に
加
わ
っ
た
の
が

32
歳
の
垣
中
良
仁
さ
ん

（
赤
目
町
柏
原
）
で
し
た
。

「
今
後
は
、
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
向
い
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
が
、
い
ず

れ
は
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
、『
お
も
ち
ゃ

帝塚山大学法学部教授

中川 幾郎さん

病
院
』
を
常
設
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、

地
域
の
電
気
店
に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
家
電
の
修
理
も
手
が
け
ら
れ
れ
ば

す
ご
い
で
す
よ
ね
」

そ
う
熱
い
意
気
込
み
を
見
せ
る
の

は
、
垣
中
さ
ん
の
ほ
う

垣
中
さ
ん
の
ほ
う
。

一
方
、
家
里
さ
ん
は
、「
若
い
人
に

は
こ
う
し
た
思
い
を
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
行
動
力
が

あ
る
。わ
た
し
た
ち
の
世
代
だ
け
な
ら
、

『
そ
れ
は
無
理
』
と
考
え
が
ち
か
も
。

そ
れ
に
、
彼
と
出
会
わ
な
け
れ
ば
、『
お

も
ち
ゃ
病
院
』
も
、
構
想
で
終
わ
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
話
し
ま
す
。

 

梅
が
丘
で
は
、
自
主
防
犯
・
防
災
隊

を
結
成
し
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
７
〜
９
月
の
夏
休
み
期
間
と
年
末

年
始
に
実
施
す
る
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
は
、
消
防
団
や
Ｐ

Ｔ
A
に
所
属
す
る
若

者
の
メ
ン
バ
ー
も
加

わ
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
鶴
田

和
治
さ
ん
（
34
歳
／

梅
が
丘
）
は
、「
地
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の

参
加
は
、
自
分
の
子

ど
も
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
、
当
然
の
こ
と
。

実
際
に
、
子
ど
も
が

不
審
者
に
声
を
か
け

ら
れ
怖
い
思
い
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
域
で
役
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
消
防
団
へ
入
団
し
ま
し
た
が
、
防

犯
や
防
災
と
い
っ
た
活
動
は
、
年
配
の

人
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
若
い
人

が
率
先
し
て
行
動
し
て
い
く
べ
き
。
そ

れ
に
、
若
く
て
も
地
域
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
何
だ
か
う
れ

し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」と
話
し
ま
す
。

一
方
、
自
主
防
犯
・
防
災
隊
の
五ご

ば
や
し林

佳
幸
さ
ん
（
66
歳
／
梅
が
丘
）
は
こ
う

指
摘
し
ま
す
。

「
昼
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
年
配
の

特集「〝若者魂〟がまちを熱くする！」についての
ご意見・ご感想をお寄せください

■ 地域政策室　  63‐2186　  chiikiseisaku@city.nabari.mie.jp 
■ 広報対話室　  63‐7402　  pr@city.nabari.mie.jp 
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異
な
る
世
代
で
団
体
を
立
ち
上
げ

　

特
定
の
目
的
に
応
じ
て
、

　

若
者
の
団
体
と
一
緒
に
活
動

老
若
男
女
皆
で
支
え
あ
え
る
社
会

「おもちゃ〝治る〟かなー」。親子ほど年齢の離れ
た家里さん（右から 2人目）と垣中さん（中央）
は、「おもちゃドクター養成講座」を開催。受
講者 13人とともに、10月、「名張おもちゃ病
院」を開院した。

　市民活動団体だと、自分たちにとって関心の
ある特定の課題に取り組もうと、比較的、若者
も入り込みやすいと思います。
　しかし、地域づくりとなると難しい。なぜな
ら、単に「地域のために」というと、何をすれ
ばよいのか分かりませんから。そこで、例えば、
地域づくり広報紙のこのページを担当してほし
いなど、何をしてほしいのかを明確にして情報
発信するといいのではないでしょうか。また、
高校や大学の学生と一緒に活動するのもいいで
しょう。花壇の整備なら、園芸部と一緒に活動
したり、大学のゼミの研究を地域でしてもらっ
たりしてもいい。ただ、市内にこだわらないほ
うがいいですよね。若者は市外からもやってく
るのです。あとは、若者も気軽に立ち寄れる場
所をつくったり、地域の祭りに気軽に参加して
もらったりしてもいいと思います。

　「若者・ばか者・よそ者」が地域を変えてい
くといわれます。若者には夢を見る力があり、
その夢を実現させてやろうとする地元の人々
のこだわりがあって地域が成長していく。さ
らに、地域の中だけではなく、よそからの評
価があって地域は進化するという考え方です。
　心理学的な言葉ですので、年齢は関係ない
のですが、若い人の発想は地域を活性化させ
ていく重要な役割があると思います。また、
こうした考えに対して「それは無理だ」と一
蹴してしまうのではなく、どうすれば実現で
きるかを、経験豊富な世代の人がアドバイス
したり、人材や予算をどう集めるかを考えた
りするのも大切なのではないかと思います。

　まちづくりにおいて地域の一員である若者に
とって住みやすいかという視点は、全国的に抜
け落ちている傾向にあると思います。
　今後は、5～ 10 世帯程度の単位で、若い
人も含め、面識を持ち合える地域になってい
けば、地域でどのような人がいるのか、どん
な思いがあるのかが認識されることとなり、
多くの人にとってすごく住みやすいまちづく
りができるはずです。

　まちづくりとは、「やらな
ければならない義務」ではな
く、「住みやすくするために、
自分ができること、したいこ
とをする権利」なのですから。

■ 若者をどのように地域に呼び込むか？

■ 地域社会での若者の役割とは？

■ これからのまちづくりに必要なことは？

人
や
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な
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な
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…
。
だ
か
ら
、
消
防
団
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地
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、
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り
が
あ
る
。

必
要
な
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き
に
は
出
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が
あ
っ
て
、
老
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男
女
皆
が
支
え
あ
え
る
。「
新
し
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公
」
の
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組
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進
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く
と
、
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が
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え
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く
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
だ
け
に
と
ど

ま
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で
、
新
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い
や
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の
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な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
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を
地
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の
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動
に
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込
も
う
！

若
者
を
地
域
の
活
動
に
呼
び
込
も
う
！

梅が丘では、　　 夜間パトロールを地域のさまざまな世代
のメンバー が担う。前列中央が五

ごばやし

林さん。前列左端が鶴田さん。

自治基本条例の制定をはじめ、地域
づくり委員

会の交流会に参加いただくなど名張
のまちづく

りにも詳しい帝塚山大学の中川教授
に ､地域社

会と若者のかかわりについて伺いま
した。

地
域
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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